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研究の背景および目的
　日本国内における交通事故の死亡事故件数が減少傾向
で，平成26年中は4,013件となっている．事故が発生したと
きの乗員保護を目的とした衝突安全策として，シートベル
トやエアバッグの整備が整ったことが寄与していると考え
られる．一方．更なる死亡事故低減に向けては，重傷事故
や軽傷事故を含めた事故の発生自体を抑制する予防安全対
策が求められている．運転支援システムは，ハザードとの
距離や相対速度などをセンサによって検知し，衝突リスク
を推定した上で，ドライバの事故回避などを支援する，あ
るいは車両を制御する技術である．当該技術は，事故の回
避（あるいは被害軽減）に直接的にアプローチできるため，
期待される交通事故対策の一つである．しかし，従来の交
通事故対策に比べると歴史が浅く，発展途上の技術である．
　運転支援システムは，システムとドライバ（人間）がお
互いに協調して事故回避を目指すため，その関係性である
ヒューマン・マシン・インタラクションが非常に重要であ
る．従来の運転支援システム研究では，工学的観点から，
警報の刺激種類に対するドライバの反応時間の違いなどの
人間科学的研究がシステム開発に活用されてきた．一方で，
ユーザであるドライバの心理的な側面まで考慮された研究
はあまり行われてこなかった．従来の交通心理学研究では，
ドライバの予測といった，ドライバの心理的な側面が，運
転行動に強く影響することがわかっており，運転支援研究
においても，このような点を考慮したシステムの評価や新
たな支援方策の検討が必要であると考えられる．
　そこで本論文では．事故件数の多い追突事故と出会い頭
事故の２類型を対象とした運転支援システムについて，ド
ライバのハザードに対する予測という心理的な側面に着目
し，運転支援システムから提示された警報や支援情報など
が，ドライバの反応特性，運転行動の変化および支援効果
に与える影響を明らかにすることを目的とした．さらに得
られた知見から，より事故低減に寄与できる支援方策の提
案を目指した．
追突事故防止支援システムによる事故低減効果の推定
　追突事故防止支援システムは，前方車両との車間距離や
相対速度などをセンサにより検知し，衝突可能性が高まっ
たとき（衝突直前）にドライバへ警報を提示することで回
避操作を促し，さらに衝突可能性が高まった場合には車両
が自動的に減速制御を行う装置である．当該装置の普及に
よる事故低減効果を推定するために，ドライバが追突場面
への遭遇（警報の提示）を予測しにくいような配慮をした
実験を行い，衝突警報に対するドライバ反応特性を調査し
た．実験の結果，警報に気づいたものの対応しないドライ
バや，警報に気づいてブレーキを踏んだものの対応が遅れ
たドライバが散見され，ハザードを予測していない影響と
示唆された．実験データに基づいて，システムが導入され
た場合のドライバによるブレーキと車両による減速制御に
よる衝突速度低減量を計算し，一般的な仕様のシステムが
100％普及したと仮定した，追突事故件数と追突事故による
死亡重傷事故件数を試算したところ，ともに半減が期待で
きると推定された．
追突防止支援システムの効果向上に関する検証
　ハザードを予測していないドライバは，一般的なシステ
ム仕様である視聴覚表示の警報に対して適切に反応できな
い場合があることが明らかになった．そこで，適切な対応
を促すために，異なるモダリティを付加し，その効果を検
証した．コスト面や容易性の点から，「緩制動」（減速感に
よってドライバへ警告）を付加した条件を設定し，ドライ
ビングシミュレータによる実験を実施した．実験の結果，
視聴覚表示のみの警報に比べ，緩制動を付加することで警
報への適切な反応が促進され，かつブレーキ反応時間の短
縮が確認された．特に非高齢層に効果的で，緩制動の付加
により事故低減効果が３割程度向上することが見込まれ
た．また高齢層でも，１割程度の効果向上が期待できると
推定されたものの，非高齢層に比べると反応時間が長いド
ライバがいるため，その効果は限定的であった．
ドライバ状態と交通環境が視覚的注意に与える影響
　衝突直前の支援に対して，衝突まで比較的余裕がある状
況での支援は，ドライバが対応する時間的余裕が増える一
方で，ドライバにとって不要な支援にならないよう配慮が
必要となる．そこで余裕がある状況でも支援が必要になる
と考えられる，ドライバの注意水準が低下（ハザードの出
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現を低く予測）しやすいドライバの状態と交通状況の検討
を行った．運転中のドライバに対し，光点に対するボタン
押し反応タスクを課す実験を実施し，タスク成績から覚醒
度と交通状況ごとのドライバの視覚的注意の範囲を評価し
た．実験の結果，覚醒度が低下した場合においても，先行
車がいる状況ではドライバの注意は維持されやすく，単独
走行時に注意が低下する傾向が明らかになった．ドライバ
がハザードの出現を低く予測しがちな当該交通状況下にお
いては，比較的余裕のある状況でも支援の必要性が高まる
ことが示唆された．
交差点の視環境による運転行動への影響
　追突事故のハザードは，主にドライバから視認可能な顕
在ハザードが多いが，出会い頭事故のハザードはドライバ
が視認できない潜在ハザードである場合も多い．従来から，
無信号交差点における出会い頭事故は，減速せずに交差点
に進入して衝突するケースが多いことがわかっており，そ
の一因として，ドライバが潜在ハザードの出現可能性を低
く予測していることが考えられる．そこで，ドライバのハ
ザードへの予測が低くなる交通状況として，ハザードは直
接見えないもののハザードの存在する交差道路の一部が見
えるという交差点の視環境や，ドライバから見える衝突リ
スクの低い交差車両の存在が，交差点進入行動に与える影
響を調べた．実験の結果，交差道路の一部が見えることで，
見えないハザードに対するリスクの過小評価が生じ，交差
点進入に向けた減速行動が抑制された．また，衝突リスク
の低い見える車両が少ない場合や速度が遅い場合に，減速
が抑制されることが明らかになった．しかしながら，ドラ
イバによる個人差が大きく，リスクの高いドライバは正面
方向への注視が多く，低いドライバはハザードの出現する
方向など左右方向への注視が多い傾向が見出された．ドラ
イバは，運転経験などにより個人ごとの方略で交通環境の
情報を取得し，ハザードの出現可能性を予測することで，
交差点への進入に際しての減速行動や安全確認行動を決定
していることが示唆された．
交差点の視環境と支援情報の相互作用
　潜在ハザードに対する運転支援は，ハザードに対する予
測が低いドライバに有用と考えられるが，当該ドライバに
対する支援情報の提供効果について，十分な検討がなされ
ているとはいい難い．そこで，前章で対象とした交差点の
視環境において，ハザードの出現可能性を高く予測したド
ライバと低く予測したドライバに対して，ハザード情報を
含む安全情報を提供し，ドライバの情報の受け止め方と運
転行動を調べた．実験の結果，交通環境からハザードの出
現を低く予測したドライバに対して抽象的な情報（事故多
発交差点の情報）を提示しても速度が抑制されないことが
確認された．一方，具体的な情報を提供すると，情報に対
する信頼感は低いものの自己の運転に対する自信が低下す
るため，速度が抑制されることが明らかになった．さらに，
衝突可能性の高い車両の他に衝突可能性の低い交差車両が
見える場合に，具体性の低い情報（交差車両に注意）を提
供すると，情報の示すハザードは見えているハザードのみ
であるとの誤解を招き，潜在ハザードに対する支援が有効
に作用しないことが明らかになった．従って，交通視環境
などから形成されるドライバのハザードに対する予測に
よって，提供される安全情報の受け止め方やそれに伴う運
転行動にも影響があるものの，具体的な支援情報を提供す
ることによって，適切な行動が促されることが示唆された．
総合討議および研究成果
　本論文では，ドライバのハザードに対する予測に着目し，
効果的な運転支援システムの方策について検討した．顕在
ハザードに対する衝突直前の支援である追突防止支援シス
テムでは，ドライバがハザードへの出現を低く予測してい
る状態（脇見や低覚醒など）から前方のリスクに対して確
実にかつ迅速に前方へ注意を向かせることが最重要といえ
る．一般的な仕様である視聴覚表示に対し，減速感による
警報を加えることで改善できることを示した．一方，衝突
までに余裕がある状況での支援では，不要な支援を抑制す
る必要があるため，ドライバがハザードへの出現を低く予
測する（注意が低下する）交通環境やドライバ状態におい
て優先的に支援を行うことを提案した．また，無信号交差
点通過時において，ドライバは交通環境から潜在ハザード
の出現を予測して進入行動を決定しており，予測が低いド
ライバへの支援の必要性を示すとともに，ドライバに誤解
を生じさせない具体的な支援情報の必要性を立証した．
　本論文は，自動車における運転支援システムの分野にお
いて従来あまり検討されてこなかった，ドライバのハザー
ドに対する予測という心理的な側面に着目して，システム
による支援とドライバの行動を評価検討しており，今後の
システム開発への活用により交通事故低減への寄与が期待
できる．一方で，技術の進歩によって，今後人間と機械と
の関わりが増えていくと予測される中，人間の心理特性を
十分に考慮して機械システムを設計することの重要性を示
唆していると捉えれば，技術の躍進に負けず，人間科学と
いう学問をますます発展させていくことが，人間科学研究
に携わる研究者の目指すところであると考える．
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